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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
　
　

本
年
も
組
合
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を 

　
　
　
　
　
　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
第
７
波
に
到
達
し
、
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
後
も
「
新
た
な
波
が
始
ま
っ
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
新
た

な
変
異
株
の
出
現
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
対
応
に

全
職
員
が
奮
闘
し
た
１
年
で
し
た
。

　

船
橋
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
県
内
で
も
多
く
推
移
し
て
お
り
、
医
療
セ
ン

タ
ー
、
保
健
所
、
福
祉
施
設
、
現
業
職
場
、
窓
口
な
ど
、
多
く
の
職
場
で
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
業
務
量
の
増
加
と
抑
制
さ
れ
て
き
た
職
員

数
と
相
ま
っ
て
職
員
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め

に
も
、
一
定
の
職
員
数
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

国
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
、
情
報
技
術
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
地
域
単
位

で
連
携
さ
せ
た
未
来
都
市
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
」
を
区
域
指
定
し
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

「
国
民
の
幸
福
な
生
活
の
実
現
」「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
」「
国

際
競
争
力
の
強
化
、
持
続
的
か
つ
健
全
な
経
済
発
展
の
実
現
」
を
基
本
方
針
に
挙
げ
て

い
ま
す
が
、
デ
ー
タ
連
係
し
民
間
事
業
者
が
運
営
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
、
行
政
は
主

体
で
は
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
市
民
の
生
活
問
題
は
ど
う
解
決
し
て

い
く
の
で
し
ょ
う
。
個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
不
安
も
未
だ
拭
え
ま
せ
ん
。

　

平
和
の
問
題
で
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
ま
し
た
。
国
連

加
盟
国
の
主
権
、
独
立
、
領
土
保
全
の
尊
重
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
禁
止
を
明
記
し
て
い

る
国
連
憲
章
、
国
際
法
の
基
本
原
則
に
反
し
た
侵
略
行
為
で
す
。
さ
ら
に
、
核
兵
器
使

用
を
に
お
わ
す
発
言
を
行
い
、
国
際
社
会
が
核
兵
器
禁
止
条
約
を
制
定
し
核
兵
器
の
廃

絶
を
求
め
て
い
る
も
と
で
、
と
て
も
容
認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

組
合
は
、
自
治
体
に
働
く
労
働
者
と
し
て
、「
地
域
住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
、

地
域
に
役
立
つ
仕
事
が
し
た
い
」
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
職
場
に
あ
る
「
自
分
た
ち
の

要
求
」
と
共
に
、
地
域
住
民
や
働
く
人
達
の
要
求
を
追
求
す
る
立
場
で
、
労
働
組
合
活

動
の
意
義
を
深
め
、
そ
の
存
在
価
値
が
ま
す
ま
す
光
る
よ
う
、
組
合
員
と
共
に
役
員
一

同
頑
張
り
ま
す
。
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富士市富士岡南から撮影　　富士市フリー素材集より
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　かつては「地図から消された島」という歴史を持ち、
現在は国立公園に指定
され、休暇村の二十数
名の職員が在住するの
みの島。船橋市北本町
とほぼ同じ面積の島
に、野生のうさぎの
楽園があります。この
うさぎ達、900 匹を超
えているそうです！
　どこからこのうさぎたちはやってきたのでしょう
か？最も有力な説が 1971 年、地元の小学校で飼わ
れていた 8 羽が放されて野生化したというもの。活
動的なうさぎを見たいなら昼間や夜間ではない時間
帯がよいそうです。
　ではこのうさぎの島はどこにあるのかというと、
広島県竹原市の瀬戸内
海に面する大久野島と
いう所になります。休
暇村、平和学習の場で
ある戦争遺跡や毒ガス
資料館、朝昼晩と変化
に富んだ美しい景色が
見られる展望台など、うさぎだけではない出会いの
ある島です。
　この竹原市に寄った際には、文化庁「100 年フー
ド」に認定された郷土料理の「魚飯（ぎょはん）」
を味わってみてはいかがでしょうか。（要予約）

うさぎの数え方
　江戸時代には愛玩動物として飼われていたそうです。そんなかわいいうさぎの数え方、み
なさんどうしてますか。
　うさぎは家畜化されたアナウサギと狩猟対象の野ウサギに大別され、食用は「羽」と数え
ます。仏教で四つ足動物の食用を禁じていたから鳥として扱ったため、との説があります。
食肉は「羽」、生体は「匹」、ペットは「頭」「匹」など使い分けているようです。ちなみに
江戸時代には獣肉を食べることを禁忌とされていましたが、隠語を使い庶民は食べていたよ
うです。諸説ありますが、馬肉を「桜」、鹿を「紅葉」、猪を「牡丹」。「ぼたん鍋」なんて聞
きますね。
干支とは？
　「十干（じっかん）」の『干』と、「十二支」の『支』で“干支”です。
十干は、

甲（きのえ）・乙（きのと）・丙（ひのえ）・丁（ひのと）・戊（つちのえ）・
己（つちのと）・庚（かのえ）・辛（かのと）・壬（みずのえ）・癸（みずのと）

　最近はあまり聞きませんが、甲（こう）、乙（おつ）、丙（へい）、丁（てい）…と、日を
10 日ごとのまとまりで数える呼び方でした。10 日ごとに一旬（いちじゅん）と呼び、３つ
の旬（上旬、中旬、下旬）で１か月として使っていました。
十二支はご存知の通り

子（ね）・丑（うし）・寅（とら）・卯（う）・辰（たつ）・巳（み）・
午（うま）・未（ひつじ）・申（さる）・酉（とり）・戌（いぬ）・亥（い）

　この十干と十二支が組み合わさって 60 通りで一巡します。還暦過ぎて二周目となるのです。

　2023 年は、十干が「癸（みずのと）」、十二支が「卯（う）」の年にあたりますので、
干支は「癸卯（みずのとう）」になります。1903 年・1963 年・2023 年生まれの方癸卯
の有名人
　京本政樹さん 柳沢慎吾さん 松山ケンイチさん 加賀まりこさん 蛯原友里さん など

ふ
な
み
ち
新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ

お 宝 賞
　A賞／えらべるブランド和牛……………………… 7名
　B賞／えらべるブランド米………………………… 7名
　C賞／スイーツギフトすいーともぐもぐ………… 7名

新 春 賞
　イ賞／Philocoffea コーヒー飲み比べセット…… 15名
　ロ賞／着脱式ホットサンドメーカー…………… 12名
　ハ賞／アウトドアケトル＆ポットセット………   8 名
　ニ賞／デジタル電波クロック…………………… 10名
　ホ賞／レンジでささっとひとり鍋……………… 20名
　ヘ賞／大判ソフトブランケット………………… 20名
　お楽しみ賞／…上記ハズレた方の中から抽選で 144名
　　　　　★なお賞品の引き渡しは３月末で終了します。

2023年新春お年玉クイズ賞品

ふ
な
み
ち
新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ

新春クロスワードパズル

応 募 券
答え

職場 TEL

氏名
職員
番号

応募資格は、組合員に限ります。１人１枚です。

1 月 31 日（火）までに
組合事務室まで（FAX可）

キ　リ　ト　リ　セ　ン

お
宝
賞
の
希
望

賞
品
を
記
号
で

記
入
下
さ
い

新
春
賞
の
希
望

賞
品
を
記
号
で

記
入
下
さ
い

2023

人よりうさぎの多い島

１　自分の顔や姿を映す道具。人
の模範、手本。

３　羊に似ていて、角とあごひげ
がある動物。

５　部屋の中に光を入れたり、風
を通すために、壁などに空け
てある穴。

６　肉食動物の上下のあごにあ
る、するどくて丈夫な歯。

７　そのようになった理由。なり
ゆき。

８　粘土やセメントなどで作った
管。

９　冬道滑らないようにタイヤに
つけるくさり。

10　茶の若葉を摘み取って発酵さ
せ、乾かしたもの。お湯を通
すと赤っぽい色が出てくる。

13　変わった出来事。変化。
14　皮膚の保護や保温のために直
接足につける衣料。ソックス
やストッキングなど。

16　よその土地に移り住むこと。
18　木材から作られ、字を書いた
り、物を包んだりするときに
使われる、うすっぺらな物。

19　くきがやわらかく、木になら
ない植物。雪が降るとほぼ全
てが枯れる。

20　薬などの効く力や効果など。

２　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
に

か
か
る
児
童
・
生
徒
が
増
え
た
と
き
、

そ
れ
以
上
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
に
、

そ
の
学
級
の
児
童
・
生
徒
だ
け
を
登

校
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３　

旅
先
で
泊
ま
る
所
。
住
む
所
。

４　

中
に
物
を
入
れ
て
持
ち
運
ぶ
用
品
。

革
や
布
で
で
き
て
い
る
。

５　

上
等
の
茶
葉
を
臼
で
挽
い
て
粉
末
に

し
た
も
の
。

６　

の
ど
か
ら
肺
に
通
じ
る
管
。
呼
吸
を

す
る
と
き
の
空
気
の
通
り
道
。

８　

小
麦
粉
に
卵
や
牛
乳
な
ど
を
混
ぜ
、

輪
の
よ
う
に
し
て
油
で
揚
げ
た
菓

子
。

10　

旬
は
寒
く
な
っ
て
か
ら
で
、特
に
冬
。

川
魚
。
鱗
は
薄
く
大
き
く
、
生
食
す

る
以
外
は
取
る
必
要
が
な
い
。
よ
く

煮
込
む
と
、
こ
れ
も
ま
た
味
の
内
で

あ
る
。

11　

め
っ
た
に
起
こ
ら
な
い
、
め
ず
ら
し

い
出
来
事
。

12　

体
力
。
精
力
。
持
久
力
。

14　

地
球
を
つ
つ
ん
で
い
る
、
無
色
・
無

臭
の
気
体
。

15　

ほ
っ
そ
り
し
た
体
の
哺
乳
類
。
オ
ス

は
角
が
生
え
る
。
尾
は
短
い
。
北
海

道
で
は
冬
期
狩
猟
対
象
動
物
。

17　

水
蒸
気
が
上
空
で
こ
お
っ
て
、
降
っ

て
く
る
も
の
。

ヨコのカギ タ
テ
の
カ
ギ

【
問
題
】

　

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
～
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、な
に
？

恒例運だめし
　　総数250名 !

出題●クロスワード．Jp

うさぎ年クロスワード

今 年 の 干 支 は う さ ぎ


